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平成25年度行政区長決まる平成25年度行政区長決まる平成25年度行政区長決まる
特集特集特集特集特集特集 2～3面

交通安全教室交通安全教室交通安全教室 　いわき石川青年会議所（瀧口一也理事長）による第
31回交通安全教室は5月13日、石川自動車教習所で
行われました。この教室は石川郡内の小学校１年生や
石川養護学校の児童を対象に毎年行っているもので
す。児童は道路の歩き方や交通安全クイズなどを通し
て、交通ルールを守る大切さを学びました。

【写真上】道路を渡るときは手をあげて
【写真下】白バイに興味津々
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行
政
と
み
な
さ
ん
の
パ
イ
プ
役

平成25年度平成25年度

行政区長
決まる　
行政区長
決まる　

　平
成
25
年
度
行
政
区
長
の
委
嘱
状
交
付
式
が
4
月
16
日
行
わ
れ
ま
し
た
。

　39
名
の
行
政
区
長
は
こ
れ
か
ら
1
年
間
、地
域
の
み
な
さ
ん
と
町
の
パ
イ

プ
役
と
し
て
ご
活
躍
い
た
だ
き
ま
す
。ま
た
同
日
、区
長
会
総
会
も
行
わ
れ
、

区
長
会
の
役
員
が
次
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

　会
　長
　鈴
木
　健
一

　副
会
長
　有
賀
　四
郎
　
　中
島
　世
一
　
　渡
辺
　忠
夫

　
　
　
　
　岡
部
　
　恒
　
　渡
辺
　
　健
　
　円
谷
　節
男

　監
　事
　深
谷
　周
雄
　
　鈴
木
　一
春
　
　二
平
　光
信

丹内　眞紀
下泉

古
　
　町

中村　幸吉
北町

北
　
　町

酒井　勝利
南町

南
　
　町

前田　　勇
新屋敷

新
　屋
　敷

荒木　美秋
猫啼

猫
　
　啼

丹内　春夫
当町

当
　
　町

有賀　四郎
新町

新
　
　町

川西　正昭
下泉

荒
　
　町

下山田和雄
長久保

新
　
　田

長谷部孝一
梁瀬

王
　子
　平

矢内　良平
松木下

松
　木
　下 古市　知司

高田

三
　
　芦

鈴木　健一
大室

馬
　場
　町

深谷　周雄
沢井字根宿

下
　沢
　井

有松　英徳
和久

和
　
　久
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小平惣一郎
赤羽字小田柿

赤
　
　羽

小湊　正文
谷地字竹ノ花

谷
　
　地

中島　世一
沢井字竹柄

沢
井
三
里

芳賀　　努
形見字形見

形
　
　見

渡辺　忠夫
北山形字大平

北
　山
　形二平　光信

中野字高ノ内

中
　
　野

遠藤　　計
山形字若林

山
　
　形

滝口　正二
母畑字前牛沼

上
　母
　畑

岸浪　正二
新屋敷字塩塚

新
　屋
　敷塩田　葊平

中田字高野

中
　
　田

上遠野洋一
沢井字山神

古
　
　内

矢吹　信彦
谷沢字太夫内

谷
　
　沢

矢吹　一男
双里字本宮

本
　
　宮

円谷　節男
曲木字先達

曲
　
　木

水野　英也
板橋字山口

板
　
　橋

野本　榮一
湯郷渡字二百畑

湯
　郷
　渡

吉田　常一
新屋敷字鳥内

鳥
　
　内

渡辺　　健
母畑字長石田

母
畑
第
一

添田　廣美
沢井字西ノ作

中
　
　央

南條　　博
坂路字反田

坂
　
　路

岡部　　恒
双里字白坂下

双
　
　里

曲山　吉徳
塩沢字竹ノ内

塩
　
　沢

矢内　壮幸
南山形字羽入田

南
　山
　形鈴木　一春

北山字荘束

北
　
　山
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　食
育
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
通
し
て
、
食
に
関
す
る
知

識
と
食
を
選
ぶ
力
を
育
て
、
健
全
な
食
生
活
を
実
践
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。

　食
べ
る
こ
と
は
、
私
た
ち
が
生
き
て
い
く
上
で
最
も
基
本
的

な
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
近
年
、
朝
ご
は
ん
を
と
ら
ず
生
活
リ

ズ
ム
を
く
ず
す
人
が
増
え
た
り
、
偏
っ
た
食
生
活
な
ど
生
活
習

慣
の
乱
れ
か
ら
く
る
生
活
習
慣
病
が
増
え
た
り
す
る
な
ど
の
問

題
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
私
た
ち
が
口
に
す
る
食
べ
物
に
つ
い
て
も
、
調
理
食

品
や
外
国
か
ら
の
輸
入
食
品
が
増
え
た
り
、
食
の
安
全
や
信
頼

性
に
か
か
わ
る
問
題
が
発
生
し
た
り
す
る
な
ど
、
食
を
取
り
巻

く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

　こ
の
よ
う
な
中
で
、
食
育
は
、
健
康
的
に
成
長
し
、
生
涯
に

わ
た
っ
て
生
き
生
き
と
暮
ら
す
た
め
に
大
切
な
こ
と
で
す
。

　6
月
は
食
育
月
間
。
こ
の
機
に
食
育
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

食
育
に
つ
い
て

食
育
に
つ
い
て

食
育
に
つ
い
て

食
育
に
つ
い
て

食
育
に
つ
い
て

食
育
に
つ
い
て

考
え
よ
う
！

考
え
よ
う
！

考
え
よ
う
！

～
6
月
は
食
育
月
間
で
す
～
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　実
際
に
食
育
を
行
っ
て
い
く
と
き
に
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
に
注
意
す
れ
ば
よ
い
の

で
し
ょ
う
か
。

　こ
こ
で
は
食
育
に
お
け
る
５
つ
の
ポ
イ

ン
ト
を
挙
げ
て
み
ま
す
。

①
食
を
通
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　家
族
そ
ろ
っ
て
食
事
を
し
て
い
ま
す
か
。

子
ど
も
た
ち
が
「
食
」
に
つ
い
て
学
ぶ
最

も
身
近
な
場
所
は
、
家
庭
の
食
卓
で
す
が
、

家
族
が
朝
食
や
夕
食
を
ば
ら
ば
ら
に
食
べ

る
状
況
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　家
庭
環
境
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
、

共
働
き
等
の
増
加
に
伴
い
、
規
則
正
し
い

生
活
リ
ズ
ム
の
確
保
が
難
し
く
な
っ
て
き

て
お
り
、
子
ど
も
と
ゆ
っ
く
り
過
ご
せ
る

時
間
も
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　家
族
そ
ろ
っ
て
楽
し
く
食
卓
を
囲
む
こ

と
は
食
育
の
た
め
と
て
も
大
切
な
時
間
で

す
。
家
族
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

り
な
が
ら
食
事
を
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も

も
食
事
の
楽
し
さ
を
実
感
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
箸
の
正
し
い
持
ち
方
や

食
事
の
作
法
・
マ
ナ
ー
、
食
文
化
な
ど
を

子
ど
も
に
伝
え
る
こ
と
で
、
良
い
習
慣
や

正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。 食

育
の
5
つ
の
ポ
イ
ン
ト

②
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事

　糖
尿
病
、
高
血
圧
症
、
脂
質
異
常
症
な

ど
の
生
活
習
慣
病
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

生
活
習
慣
病
の
増
加
の
背
景
と
し
て
は
運

動
不
足
と
と
も
に
脂
質
・
塩
分
の
摂
取
過

多
や
野
菜
の
摂
取
不
足
等
の
食
生
活
の
問

題
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
食
事
を
し
、
生
活
習
慣
病
の

予
防
及
び
改
善
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

　ま
た
、
農
林
水
産
省
、
厚
生
労
働
省
で

は
「
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
」
を
作
成
し

て
い
ま
す
。
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を

す
る
際
の
参
考
に
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
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　食
生
活
改
善
推
進
員
は
、
食
生
活
を
中

心
と
し
た
、
健
康
づ
く
り
に
関
心
を
持
ち

知
識
を
学
び
、
地
域
で
積
極
的
に
活
動
を

し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。

　「私
た
ち
の
健
康
は
私
た
ち
の
手
で
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
食
に
関
す
る
研
修
会

や
地
区
の
料
理
教
室
、
子
ど
も
食
育
教
室
、

イ
ベ
ン
ト
事
業
へ
の
参
加
、
町
特
産
品
の

開
発
に
積
極
的
に
取
り
組
み
楽
し
み
な
が

ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

　健
康
や
食
に
関
心
や
興
味
の
あ
る
方
、

一
緒
に
家
族
・
友
人
・
地
域
の
人
々
の
健

康
を
守
る
活
動
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
食

生
活
改
善
推
進
員
に
つ
い
て
詳
し
く
知
り

た
い
方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　保
健
セ
ン
タ
ー
　☎
２
６
︲
8
4
1
６

③
望
ま
し
い
生
活
リ
ズ
ム	

　朝
食
を
し
っ
か
り
と
食
べ
て
い
ま
す
か
。

　1
日
の
食
事
を
規
則
的
に
と
り
、
生
活

リ
ズ
ム
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
健
康
的

な
生
活
習
慣
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
早
寝

早
起
き
を
し
、
３
食
し
っ
か
り
と
と
っ
て
、

基
本
的
な
生
活
習
慣
を
身
に
付
け
、
生
活

リ
ズ
ム
を
向
上
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　生
活
リ
ズ
ム
が
乱
れ
る
と
、「
よ
く
身

体
を
動
か
し
、
よ
く
食
べ
、
よ
く
眠
る
」

と
い
う
、
成
長
期
の
子
ど
も
に
と
っ
て
必

要
不
可
欠
な
基
本
的
生
活
習
慣
が
大
き
く

く
ず
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
20
歳
以
上
で
朝

食
を
食
べ
て
い
な
い
人
の
約
3
割
が
、
子

ど
も
の
こ
ろ
か
ら
朝
食
を
食
べ
な
い
結
果

に
な
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
の
う
ち
か
ら

生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
、
健
康
的
な
生
活
を

送
り
ま
し
ょ
う
。

　夕
食
の
時
間
が
遅
く
な
っ
た
り
、
夜
食

を
食
べ
た
り
す
る
と
、
朝
起
き
た
時
に
食

欲
が
な
く
、
朝
食
を
食
べ
ら
れ
な
く
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
朝
食
や
夕
食
の
時
間
、

夜
食
、
就
寝
時
間
、
か
ら
だ
を
動
か
し
て

い
る
か
な
ど
、
自
分
の
生
活
を
振
り
返
り

生
活
リ
ズ
ム
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

④
食
を
大
切
に
す
る
気
持
ち

　豊
か
な
食
生
活
を
享
受
す
る
一
方
で
、

食
べ
る
こ
と
に
対
し
て
の
関
心
や
食
べ
物

が
口
に
入
る
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
考
え

る
機
会
や
体
験
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　子
ど
も
た
ち
が
農
作
物
の
栽
培
や
収
穫

を
手
伝
っ
た
り
、
家
庭
や
地
域
の
人
か
ら

食
改
さ
ん
の
活
動
を
ご
紹
介

≪食育人形劇≫

≪子どもたちと食育教室≫ ≪地域での料理教室≫

料
理
の
仕
方
を
学
ん
だ
り
す
る
な
ど
、
食

に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
す
る
こ
と

は
、
食
に
関
す
る
知
恵
を
身
に
つ
け
、
食

べ
物
や
生
産
者
に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち

を
持
つ
よ
う
に
な
る
な
ど
、
子
ど
も
た
ち

の
豊
か
な
人
間
性
を
育
み
ま
す
。

⑤
食
の
安
全

　店
頭
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
商
品
が
並
び
、

食
品
の
選
択
肢
も
増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

外
食
産
業
の
発
展
や
加
工
食
品
の
増
加
な

ど
私
た
ち
の
食
環
境
は
日
々
変
化
し
て
い

ま
す
。

　食
の
安
全
を
保
つ
た
め
に
は
、
食
べ
物

に
関
す
る
情
報
を
提
供
す
る
側
が
知
ら
せ

る
こ
と
は
必
要
で
す
が
、
私
た
ち
も
食
品

の
安
全
性
に
関
す
る
意
識
と
関
心
を
高
め
、

自
ら
の
判
断
で
正
し
く
選
択
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
す
。
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春春春春春春 ののののののおもいでおもいでおもいでおもいでおもいでおもいで

　4
月
1
日
か
ら
4
月
30
日
は
い
し
か

わ
桜
月
間
。
今
年
も
き
れ
い
な
桜
が
町

内
を
彩
り
ま
し
た
。

　こ
の
期
間
に
は
、
桜
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

大
会
、
第
27
回
石
川
桜
ま
つ
り
、
第
2

回
全
日
本
花
見
弁
当
選
手
権
、
花
よ
り

団
子
選
手
権
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン

ト
が
行
わ
れ
、
多
く
の
人
が
桜
の
下
で

楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

◀
桜
ま
つ
り
当
日
に
は
、
雪
が
降
り
、

桜
を
白
く
染
め
ま
し
た

▶
満
開
の
桜
の
下
で
行
わ
れ
た
桜
ロ
ー
ド

レ
ー
ス
大
会

▲ボランティア団体「熱意人」などの有志によ
るキャンドルナイト。4月20日と5月3日に行わ
れました
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第
２
回
全
日
本
花
見
弁
当
選
手
権

●
プ
ロ
の
部

●
グ
ラ
ン
プ
リ

　松
本
浩
太
郎
「
里
山
味
楽
弁
当
」（
ラ
ン
チ
ボ
ッ

ク
ス
）

●
準
グ
ラ
ン
プ
リ

　山
崎
正
勝
（
株
式
会
社
坂
東
太
郎
）、
渋
谷
聡

（
ク
ッ
キ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
）、
中
村
嘉
一
（
ハ
ロ
ー

ラ
ン
チ
な
か
む
ら
）、
大
平
美
代
子
（
農
家
レ
ス
ト

ラ
ン
や
い
こ
ば
あ
ち
ゃ
ん
）、
大
平
常
夫
（
す
し
扇
）

●
ア
マ
チ
ュ
ア
の
部

●
グ
ラ
ン
プ
リ

　あ
す
か
姫
の
里
づ
く
り
実
行
委
員
会
「
あ
す
か

姫
の
桜
弁
当
」（
石
川
町
）

●
準
グ
ラ
ン
プ
リ

　岡
崎
広
子
（
郡
山
市
）、
鈴
木
象
一
（
東
京
都
）

第
２
回
全
日
本
花
よ
り
団
子
選
手
権

●
プ
ロ
の
部

●
グ
ラ
ン
プ
リ

　穂
積
良
幸
「
桜
の
サ
バ
ラ
ン
木
苺
と
レ
モ
ン
の

ム
ー
ス
」（
ホ
ズ
ミ
・
ソ
ラ
）

●
準
グ
ラ
ン
プ
リ
賞

安
保
行
雄
（
㈱
雅
洞
）、
桑
沢
和
典
（
お
菓
子
の
く

わ
ざ
わ
）、
酒
井
秀
樹
（
お
菓
子
の
さ
か
い
）、
境

田
愛
（
菓
子
処
よ
し
だ
や
）

●
ア
マ
チ
ュ
ア
の
部

●
グ
ラ
ン
プ
リ

　櫻
井
紀
江
「
い
し
か
わ
の
春
景
色
」（
石
川
町
）

●
準
グ
ラ
ン
プ
リ

　佐
藤
直
子
（
神
奈
川
県
）、
鈴
木
裕
美
（
福
島
市
）

第2回全日本花見弁当選手権・花より団子選手権結果

桜のサバラン木苺と
レモンのムース

里山味楽弁当穂積良幸さん

松本浩太郎さん







●「ハッピースマイル」では参加してくれるお子さん（３歳以下）を募集していま
す。気軽にお問い合わせください。　石川町役場総務課　２６－２１１１

●ハッピースマイルは電子メールでも受付しています。必要事項を記入し写真
画像を添えお送りください。 koho_k@town.ishikawa.fukushima.jp
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永沼　徹也さん（22歳）　●山形字兎田

▶次回は、永沼さんの紹介で酒井　美紀子さんです。

職 業▶社会福祉法人桜が丘愛生園で働いて
います。支援員として主に利用者さ
んの介助、支援を行っています。

Q 

Q 

Q 

Q 

A

A

A

A

今、情熱を傾けて取り組んでいることは
何ですか
仕事を頑張っています。社会人１年目と
して、諸先輩方から色々なことを学び、
笑顔を絶やさず日々前向きに取り組んで
います。
将来やってみたいことや夢を聞かせてく
ださい
良い父親になり、笑いのたえない幸せな
家庭を築きたいです。
将来どんな町になって欲しいですか
みんなが笑顔で、温かい町になれればと
思います。
最後に理想のタイプは
笑った顔が素敵で、思いやりがあり、女
の子らしい女性がタイプです。

高根　蓮
れん

介
すけ

くん（7か月）

「大好きな蓮君へ
早く大きくなって２人のお兄ちゃん
達と遊ぼうね !!」

パパ・ママより　長久保



●「ハッピースマイル」では参加してくれるお子さん（３歳以下）を募集していま
す。気軽にお問い合わせください。　石川町役場総務課　２６－２１１１
●ハッピースマイルは電子メールでも受付しています。必要事項を記入し写真
画像を添えお送りください。 koho_k@town.ishikawa.fukushima.jp

ほのぼの
        二人三脚
ほのぼの
        二人三脚

13 ● 広報いしかわ 6 月号

お
子
さ
ん
は
何
人
で
す
か

子
ど
も
が
2
人
、
孫
が
7
人
に
な
り
ま

し
た
。

結
婚
さ
れ
て
50
年
、
思
い
出
を
聞
か

せ
て
く
だ
さ
い

私
た
ち
は
昭
和
37
年
に
結
婚
し
ま
し
た
。

当
時
は
自
宅
で
結
婚
式
を
挙
げ
た
り
、

新
婚
旅
行
に
行
か
な
い
人
が
多
か
っ
た
の
で
す

が
、
私
た
ち
は
旅
館
で
結
婚
式
を
行
い
、
新
婚

旅
行
に
も
行
け
た
の
で
良
い
思
い
出
と
し
て
残

っ
て
い
ま
す
。
結
婚
し
て
新
し
く
世
帯
を
持
っ

た
た
め
、
家
に
は
物
が
な
く
、
家
具
や
家
電
を

苦
労
し
な
が
ら
も
少
し
ず
つ
揃
え
て
い
っ
た
こ

と
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
現
在
は
息
子
家

族
が
近
く
に
住
ん
で
い
て
、
孫
が
来
る
と
に
ぎ

や
か
で
楽
し
い
で
す
。
孫
の
面
倒
を
見
る
こ
と

も
楽
し
み
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

お
二
人
の
楽
し
み
は
何
で
す
か

二
人
と
も
ク
イ
ズ
が
好
き
で
、
特
に
ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ス
が
好
き
で
す
。
新
聞

に
出
て
い
る
も
の
や
本
を
買
っ
て
き
て
解
い
て

い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
将
棋
や
花
の
手
入
れ
も
好

き
で
す
。石

川
町
の
一
番
好
き
な
と
こ
ろ
を
教

え
て
く
だ
さ
い

今
住
ん
で
い
る
形
見
地
域
が
好
き
で
す
。

人
間
関
係
も
築
け
て
お
り
、
ま
た
家
か

ら
向
か
い
の
山
を
見
て
四
季
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

雇
用
の
場
を
作
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
ま

た
、
広
報
無
線
を
聞
き
や
す
い
よ
う
に

し
て
ほ
し
い
で
す
。

A

A

A

A A

Q Q

QQ Q

　今月号では、町民アンケートによる町民ニーズの把握におけ
る重要度、満足度について調査結果に基づき重点的に改善すべ
き施策の一つとされた、生活環境の分野にある資源循環の推進
について紹介します。
　限りある資源を少しでも次の世代へつなぎ、地球温暖化の抑
制や省エネルギーな暮らしを推進するため、石川町「未来につ
なぐ省エネ住宅」普及促進補助制度を創設しました。
　目的に沿った可能な限りの省エネ対策補助メニューとして、（1）

先進的家庭用発電施設〔家庭用燃料電池コージェネ
レーションシステム、ガスエンジンコージェネレー
ション給湯器〕、（2）先進的省エネルギー設備〔地中
熱利用システム、太陽熱利用システム、家庭用蓄電
池〕、（3）普及型再生可能エネルギー設備〔太陽光
発電システム、家庭用小型風力発電、ペレットスト
ーブ〕、（4）普及型省エネルギー設備〔空気熱ヒート
ポンプ給湯器設備、太陽熱利用システム〕から選択
することができます。
　詳しくは、広報いしかわ４月号をご覧いただくか、
町民生活課環境対策係までご相談ください。☎26-9122

みんなが主役
省エネ住宅普及促進補助を創設協働と循環の

まちの実現に

向けて

石川町
第5次総合計画

氏名：有賀　正明さん（77歳）
　　　　　　京子さん（76歳）
住所：形見字尾巻

良い思い出が多くあります
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故
郷
の
歩
み
を
学
ぶ

23
　戊
辰
戦
争
と
石
川

�
樹
種　
ヤ
マ
ザ
ク
ラ

�
樹
齢　
推
定
２
５
０
年

�
形
状
寸
法　
樹　
　
高　
15
ｍ

　
　
　
　
　
　
胸
高
幹
周　
3
・
６
ｍ

�
特
記
事
項

　
寺
桜
と
し
て
植
樹
さ
れ
た
山
桜
。
地
元
集
会
場
の
裏
手
に
あ
り
、
４

月
に
は
桜
ま
つ
り
も
開
催
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
桜
だ
け
で
は
な
く
地
元

有
志
に
よ
り
、
多
種
に
わ
た
る
花
木
が
桜
の
周
辺
に
植
樹
さ
れ
、
石
川

の
花
見
山
に
で
き
れ
ば
と
整
備
し
て
い
ま
す
。
近
年
そ
の
成
果
も
あ
り
、

春
に
な
る
と
さ
ま
ざ
ま
な
花
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

�
見
頃　
４
月
中
旬

惣徳寺の桜
坂路字馬場宿地内

　
19
世
紀
に
入
る
と
、
日
本
は
飢き

饉き
ん

と
百
姓
一
揆
、
各
藩
の
財
政
窮き

ゅ
う
ぼ
う乏に

よ
り
徳
川
幕
府
と
藩
の
支
配
が
揺
ら

ぎ
は
じ
め
ま
し
た
。
さ
ら
に
欧
米
列

強
は
、
ア
ジ
ア
貿
易
と
領
土
欲
求
の

た
め
列
島
沿
岸
に
接
近
し
、
嘉
永
６

年
（
１
８
５
３
）
６
月
に
は
ア
メ
リ

カ
極
東
艦
隊
司
令
官
ペ
リ
ー
が
来
航

し
、
幕
府
に
開
国
を
迫
り
ま
し
た
。

  

こ
う
し
た
状
況
に
危
機
感
を
抱
い
た

人
び
と
の
中
に
は
、「
尊そ

ん
の
う
じ
ょ
う
い

皇
攘
夷
」（
天

皇
を
尊
び
外
国
を
う
ち
払
う
）、
つ

い
で
「
尊
皇
倒
幕
」
を
主
張
す
る
武

士
や
豪
農
（
庄
屋
な
ど
の
有
力
農
民
）

が
現
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
幕
府
を
否

定
し
、
徳
川
氏
に
代
わ
っ
て
王
政
復

古
を
願
う
考
え
で
す
。

  

諸
藩
も
動
き
始
め
ま
し
た
。
は
じ
め

に
水
戸
藩
が
尊
皇
と
「
佐
幕
」（
幕
府

を
た
す
け
る
）
で
内
乱
を
引
き
起
こ

し
、
つ
い
で
長
州
藩
が
尊
皇
倒
幕
で

藩
論
を
統
一
し
、
さ
ら
に
薩
摩
藩
が

尊
皇
倒
幕
に
同
調
し
、
土
佐
藩
も
倒

幕
派
が
優
勢
に
な
り
ま
し
た
。
奥
羽

の
諸
藩
は
ほ
と
ん
ど
が
佐
幕
で
し
た

が
、
特
に
親
藩
会
津
藩
は
徳
川
宗
家

に
忠
実
で
し
た
。

　
慶
応
３
年
（
１
８
６
７
）
10
月
、

最
後
の
将
軍
徳
川
慶よ

し
の
ぶ喜
は
大た

い
せ
い
ほ
う
か
ん

政
奉
還

を
行
い
、
幕
府
は
消
滅
し
ま
し
た
。

代
わ
っ
て
薩
摩
・
長
州
・
土
佐
な
ど

の
西
南
雄
藩
が
新
政
府
（
明
治
新
政

府
）
を
つ
く
り
、「
王
政
復
古
」
を
宣

言
し
ま
し
た
。

  

翌
慶
応
４
年
（
９
月
に
改
元
し
て
明

治
元
年
）
１
月
、
京
都
郊
外
の
鳥
羽
・

伏
見
で
旧
幕
府
軍
と
新
政
府
軍
が
激

突
し
ま
し
た
が
、
装
備
に
勝ま

さ
る
新
政

府
軍
が
勝
利
し
て
慶
喜
追
討
令
が
発

せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
て
戊
辰
戦

争
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
諸
藩
は
新

政
府
に
付
き
江
戸
は
開
城
し
ま
し
た
。

  

奥
羽
と
越
後
の
諸
藩
は
奥
羽
越
列
藩

同
盟
を
結
ん
で
抵
抗
し
ま
し
た
。
会

津
藩
は
空
き
城
だ
っ
た
白
河
城
を
占

拠
し
ま
し
た
が
、
５
月
に
新
政
府
軍

の
猛
攻
を
受
け
退
去
し
ま
し
た
。
ま

た
、
棚
倉
城
も
板
垣
退
助
の
率
い
る

新
政
府
軍
に
よ
り
落
城
し
ま
し
た
。

  

こ
う
し
て
石
川
地
方
は
新
政
府
軍
の

支
配
下
に
入
り
、
９
月
に
会
津
藩
は

抗
戦
む
な
し
く
降
伏
し
ま
し
た
。

　
戊
辰
戦
争
で
石
川
地
方
は
戦
場
に

は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
さ
ま
ざ

ま
な
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。
一
つ
は

会
津
藩
・
新
政
府
軍
両
方
か
ら
の
物

資
と
軍
夫
（
人
夫
）
の
調
達
で
す
。

仙
台
藩
は
沢
井
村
か
ら
米
１
１
０
俵

を
買
い
入
れ
、
中
野
村
に
は
藩
兵

１
７
５
人
が
15
日
宿
泊
し
ま
し
た
。

新
政
府
軍
は
軍
費
１
３
５
両
も
の
大

金
を
形
見
村
・
山
白
石
村
・
下
泉
村

か
ら
徴
収
し
、
形
見
村
だ
け
で
も
延

べ
２
１
１
８
人
と
馬
１
５
６
頭
を
徴

発
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
資
料
が
残

っ
て
い
る
分
で
す
。
ま
た
、
下
泉
村

か
ら
徴
発
さ
れ
た
大
竹
吉
五
郎
は
、

二
本
松
で
の
戦
闘
に
巻
き
込
ま
れ
て

７
月
27
日
に
死
去
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
明
治
元
年
12
月
に
は

一
揆
も
起
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
浅
川

か
ら
始
ま
り
、
下
泉
村
・
高
田
村
・

形
見
村
・
南
山
形
村
の
庄
屋
が
襲
わ

れ
ま
し
た
（
戊
辰
浅
川
騒
動
）。
農
民

の
不
満
が
爆
発
し
、
村
の
秩
序
も
幕

府
と
と
も
に
崩
壊
し
た
の
で
す
。

字
大
室
に
あ
る
大
竹
吉
五
郎
の
墓
。隣
に

列
藩
同
盟
軍
と
遭
遇
し
、北
須
川
河
原
で

惨
殺
さ
れ
た
新
政
府
軍
川
島
又
兵
衛
の

墓
も
あ
る
。



納豆とジャガイモの
グラタン

●須藤さんの　　　　　　　
　家にある食材で作れて、ホワイトソースを
使わないヘルシー！簡単！グラタンです。
　ポリ袋と電子レンジを使うので、短時間
で出来ます。
　最後のチーズをたっぷりのせると美味し
いですよ。トースターは種類によって焼き時
間が違うので、焼き色を目安にしてくださ
い。チーズの上にひと口大に切ったブロッコ
リーを散らして焼くのも彩りがきれいでお
すすめです。ほかに小松菜やアスパラなど、
これからの季節は、野菜がたくさん出来る
のでいろんな野菜で作ってみましょう。

●須藤さんの　　　　　　　
　家にある食材で作れて、ホワイトソースを
使わないヘルシー！簡単！グラタンです。
　ポリ袋と電子レンジを使うので、短時間
で出来ます。
　最後のチーズをたっぷりのせると美味し
いですよ。トースターは種類によって焼き時
間が違うので、焼き色を目安にしてくださ
い。チーズの上にひと口大に切ったブロッコ
リーを散らして焼くのも彩りがきれいでお
すすめです。ほかに小松菜やアスパラなど、
これからの季節は、野菜がたくさん出来る
のでいろんな野菜で作ってみましょう。

●栄養士のひとこと
　ホワイトソースは高カロリーなため、使用しないで作れるの
はうれしいですね。
　メインの食材が納豆なのも低カロリーでお勧めです。納豆
の粘りは、ナットウキナーゼから作られ、老化防止、生活習慣
病予防、疲労回復などの効果があります。また、カルシウムの
吸収をよくするビタミンＫが豊富なので、カルシウムの豊富
なチーズや緑黄色野菜と合せて食べると骨粗しょう症予防に
効果的です。太陽の光をたくさん浴びた野菜は色が濃く、栄
養価が高いと言われます。ビタミン類やミネラル、鉄分が豊
富で、免疫力を高める作用があり、健康な体づくりに役立ち
ます。旬の野菜を多くとり入れましょう。

●栄養士のひとこと
　ホワイトソースは高カロリーなため、使用しないで作れるの
はうれしいですね。
　メインの食材が納豆なのも低カロリーでお勧めです。納豆
の粘りは、ナットウキナーゼから作られ、老化防止、生活習慣
病予防、疲労回復などの効果があります。また、カルシウムの
吸収をよくするビタミンＫが豊富なので、カルシウムの豊富
なチーズや緑黄色野菜と合せて食べると骨粗しょう症予防に
効果的です。太陽の光をたくさん浴びた野菜は色が濃く、栄
養価が高いと言われます。ビタミン類やミネラル、鉄分が豊
富で、免疫力を高める作用があり、健康な体づくりに役立ち
ます。旬の野菜を多くとり入れましょう。

●作り方
①じゃが芋は縦半分に切って、１㎝の厚さにスライスする。人
参は縦半分に切って、５㎜の厚さにスライスする。

②ポリ袋に①を入れて、レンジで軟らかくなるまで加熱す
る。加熱後、水分を切るためにザルにあけ、２～３回振
る。

③ほうれん草は食べやすい長さに切ってさっと茹でる。
④ねぎは薄切りの小口切りにする。
⑤納豆はほぐして④のねぎと醤油を加えてよく混ぜる。
⑥耐熱容器に②、③を順に敷き、塩、こしょうで味付けをした
後、３分の１の量のとろけるチーズ、⑤の納豆の順に層に
なるように上に敷きつめていく。

⑦最後に残りのとろけるチーズを全体的にのせて、トースタ
ーで焼く。７４０Ｗで１０分を目安に、前後を返しながら焼
く。チーズが溶けて全体に焼き色が付いたら出来上がり。

●作り方
①じゃが芋は縦半分に切って、１㎝の厚さにスライスする。人
参は縦半分に切って、５㎜の厚さにスライスする。

②ポリ袋に①を入れて、レンジで軟らかくなるまで加熱す
る。加熱後、水分を切るためにザルにあけ、２～３回振
る。

③ほうれん草は食べやすい長さに切ってさっと茹でる。
④ねぎは薄切りの小口切りにする。
⑤納豆はほぐして④のねぎと醤油を加えてよく混ぜる。
⑥耐熱容器に②、③を順に敷き、塩、こしょうで味付けをした
後、３分の１の量のとろけるチーズ、⑤の納豆の順に層に
なるように上に敷きつめていく。

⑦最後に残りのとろけるチーズを全体的にのせて、トースタ
ーで焼く。７４０Ｗで１０分を目安に、前後を返しながら焼
く。チーズが溶けて全体に焼き色が付いたら出来上がり。

バター餅 材料 （４人分）
納豆（45ｇ）…………３パック
じゃが芋……………………中４個
人参……………………中４～５㎝
とろけるチーズ（ピザ用）…160ｇ
ねぎ（白い部分）…………10㎝
ほうれん草……………………適量
塩・こしょう…………………少々

須藤　都子さん
（下泉）

◆地域福祉ネットワーク標語
「地域みんなで、気にかけあい・見守りあい・声かけあって、誰もが安心して暮らせる地域づくりを」

●
相
談
・
連
絡
先　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

☎
２
６
―
４
６
０
６
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「 

最
期
を
ど
こ
で
迎
え
る
か 

」

～ 

在
宅
で
の
看
取
り
を
考
え
る 

～

　
「
終
末
期
に
お
け
る
療
養
場
所
に
つ
い
て
の
希
望
」
の
調
査
デ
ー
タ
で
は
、

約
６
割
以
上
の
方
が
「
で
き
る
だ
け
自
宅
」
と
回
答
し
て
お
り
、
そ
の
理
由
と

し
て
「
住
み
な
れ
た
場
所
で
最
期
を
迎
え
た
い
」「
最
期
ま
で
好
き
な
よ
う
に

過
ご
し
た
い
」
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

　
住
み
慣
れ
た
場
所
で
の
最
期
…
こ
こ
数
年
の
間
に
、
在
宅
で
最
期
を
迎
え
ら

れ
た
方
々
の
こ
と
を
思
い
起
こ
し
て
み
ま
し
た
。
あ
る
方
は
亡
く
な
ら
れ
る
前

日
ま
で
い
つ
も
と
同
じ
よ
う
に
テ
レ
ビ
を
つ
け
、
好
き
な
タ
バ
コ
を
手
に
し
、

見
舞
い
に
訪
れ
た
仲
間
の
励
ま
し
に
笑
顔
で
う
な
ず
い
て
い
ま
し
た
。
ず
っ
と

側
で
お
世
話
を
続
け
た
ご
家
族
か
ら
は
「
本
人
の
好
き
な
よ
う
に
し
て
あ
げ
ら

れ
て
良
か
っ
た
」
と
の
言
葉
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ひ
と
り
暮
ら
し
を
し

て
い
た
あ
る
方
に
は
、「
こ
の
ま
ま
お
家
で
」
と
決
め
た
頃
か
ら
、
家
族
が
泊

ま
り
込
み
で
寄
り
添
っ
て
い
ま
し
た
。
時
々
顔
を
出
し
て
く
れ
た
近
所
の
方
や

懐
か
し
い
知
人
と
思
い
出
話
も
で
き
、
静
か
に
穏
や
か
に
旅
立
た
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
在
宅
で
の
看
取
り
は
、
ご
本
人
と
家
族
の
意
思
決
定
、
そ
の
意
思
を
支

持
し
見
守
っ
た
身
内
や
地
域
の
方
々
、
か
か
り
つ
け
の
お
医
者
さ
ん
や
訪
問
看

護
師
さ
ん
、
介
護
の
ス
タ
ッ
フ
…
み
ん
な
の
思
い
と
力
が
合
わ
さ
っ
て
実
現
し

た
も
の
で
し
た
。

　
住
み
慣
れ
た
と
こ
ろ
で
最
期
ま
で
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
・

大
事
な
こ
と
を
、
家
族
で
・
地
域
で
・
関
係
者
間
み
ん
な
で
話
し
合
い
考
え
な

が
ら
、
希
望
す
る
方
々
の
在
宅
で
の
看
取
り
が
叶
え
ら
れ
る
地
域
づ
く
り
を
進

め
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
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放
送
大
学
　10
月
生

募
集
の
お
知
ら
せ

石
川
町
職
員（
高
校
卒
程
度
）

募
集
の
お
知
ら
せ

『
復
興
の 

未
来
と

生
命（
い
の
ち
） 

照
ら
す
水
』

6
月
1
日
～
7
日
全
国
水
道
週
間

平
成
26
年
度
石
川
町
職
員

（
大
学
卒
程
度・資
格
免
許
職
）

を
募
集
し
ま
す

◆
募
集
職
種
及
び
採
用
予
定
人
員

【
大
学
卒
程
度
】

　
・
一
般
行
政　
　
２
人
程
度

　
・
土
木　
　
　
　
１
人

【
資
格
免
許
職
】

　
・
保
健
師　
　
　
１
人

◆
受
験
資
格

【
大
学
卒
程
度
】

　
・
一
般
行
政
、
土
木

　
昭
和
59
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
４
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
。

　
※
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん

【
資
格
免
許
職
】

　
・
保
健
師

　
昭
和
61
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
者
。

　
※
保
健
師
免
許
を
有
す
る
者
又
は
平

成
26
年
３
月
（
登
録
済
証
明
書
発
行
時

期
）
ま
で
に
取
得
見
込
の
者
。

　
水
道
水
は
ダ
ム
や
地
下
水
な
ど
の
水

を
浄
水
場
で
き
れ
い
に
し
、
水
道
管
で

み
な
さ
ん
へ
お
届
け
し
て
お
り
、
私
た

ち
の
毎
日
の
暮
ら
し
に
欠
か
す
こ
と
の

で
き
な
い
大
切
な
も
の
で
す
。

　
水
道
に
携
わ
る
多
く
の
人
た
ち
が
、

今
日
も
安
全
で
お
い
し
い
水
を
絶
や
す

こ
と
の
な
い
よ
う
努
め
て
い
ま
す
の
で
、

貴
重
な
水
を
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

　
工
事
や
修
理
は
、
石
川
町
の
指
定
給

水
装
置
工
事
業
者
し
か
施
工
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
水
道
事
業
所　

☎
２
６
ı
１
５
０
２

　
た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
者
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

　
①
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
者

　
②
成
年
被
後
見
人
又
は
被
保
佐
人

　
③
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ

の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
、
又
は
そ

の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な

る
ま
で
の
者

　
④
日
本
国
憲
法
施
行
の
日
以
降
に
お

い
て
、
日
本
国
憲
法
又
は
そ
の
下

に
成
立
し
た
政
府
を
暴
力
で
破
壊

す
る
こ
と
を
主
張
す
る
政
党
そ
の

他
団
体
を
結
成
し
、
又
は
こ
れ
に

加
入
し
た
者

◆
試
験
の
方
法

　
・
第
１
次
試
験
…
教
養
試
験
、
専
門

　
　
　
　
　
　
　
　
試
験

　
・
第
２
次
試
験
…
小
論
文
、
面
接
試

　
　
　
　
　
　
　
　
験
、
集
団
討
論

◆
試
験
期
日
と
会
場

　
・
第
１
次
試
験
…
７
月
28
日
㈰

　
　
　
　
　
　
　
　
福
島
大
学

　
・
第
２
次
試
験
…
９
月
上
旬
予
定

　
　
　
　
　
　
　
　
石
川
町
役
場

　
　
　
　
　
（
１
次
試
験
合
格
者
の
み
）

◆
合
格
者
の
採
用

　
合
格
者
は
、
職
種
ご
と
に
採
用
候
補

者
名
簿
に
高
得
点
順
に
登
載
さ
れ
、
成

績
順
に
町
長
が
採
用
者
を
決
定
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
採
用
候
補
者
名
簿
の
有
効

期
限
は
原
則
と
し
て
１
年
で
す
。

◆
試
験
の
申
込

①
申
込
用
紙
の
交
付

　
申
込
用
紙
は
、
総
務
課
職
員
係
で
交

付
し
ま
す
。
郵
便
請
求
す
る
場
合
は
、

封
筒
の
表
に
採
用
試
験
申
込
用
紙
請

求
（
試
験
職
種
「
一
般
行
政
」、「
土
木
」

又
は
「
保
健
師
」）
と
朱
書
し
、
１
２

０
円
切
手
を
貼
っ
た
宛
先
明
記
の
返
信

用
封
筒
（
角
型
２
号
）
を
同
封
し
て
く

だ
さ
い
。

②
申
込
方
法
及
び
受
付
期
間

　
６
月
３
日
㈪
～
６
月
25
日
㈫
ま
で

に
、
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

総
務
課
職
員
係
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
執
務
時
間
中
に
限
り
ま
す
）

　
申
込
用
紙
を
郵
送
す
る
場
合
は
、
角

型
２
号
の
封
筒
に
採
用
試
験
申
込
と
朱

書
し
、
必
ず
簡
易
書
留
に
て
送
付
し
て

く
だ
さ
い
。（
６
月
24
日
㈪
ま
で
の
消

印
の
あ
る
も
の
に
限
り
ま
す
）

◆
お
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課
職
員
係

☎
２
６
ı
２
１
１
３

　
平
成
26
年
度
石
川
町
職
員
（
高
校
卒

程
度
）
を
募
集
し
ま
す
。

　
受
験
資
格
者
は
、
平
成
4
年
4
月
2

日
か
ら
平
成
8
年
4
月
1
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方
で
、
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
。

　
申
込
受
付
期
間
は
7
月
中
旬
か
ら
8

月
中
旬
頃
ま
で
を
予
定
し
て
お
り
、
役

場
総
務
課
職
員
係
で
受
付
け
ま
す
。

　
な
お
、
第
1
次
採
用
試
験
日
は
9
月

22
日
㈰
、
石
川
町
共
同
福
祉
施
設
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　
放
送
大
学
で
は
、
平
成
25
年
度
第
2

学
期
（
10
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
授
業
を
行

う
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文

学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を

学
べ
ま
す
。

　
出
願
期
間
は
8
月
31
日
㈯
ま
で
で
す
。

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
放
送
大
学
福
島
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
４
ı
９
２
１
ı
７
４
７
１
　
6
月
1
日
㈯
か
ら
10
日
㈪
は
「
電
波

利
用
環
境
保
護
周
知
啓
発
強
化
期
間
」

で
す
。

　
電
波
は
ル
ー
ル
を
守
っ
て
正
し
く
使

い
ま
し
ょ
う
。

　
電
波
の
混
信
・
妨
害
に
つ
い
て
は
次

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
省
東
北
総
合
通
信
局

　
　
☎
０
２
２
ı
２
２
１
ı
０
６
４
１

総
務
省
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
募
集
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
広
報
い

し
か
わ
7
月
号
及
び
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課
職
員
係

☎
２
６
ı
２
１
１
３
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6
月
定
例
会
で

「
休
日
議
会
」を
開
催
し
ま
す

ふ
く
し
ま
就
職
支
援

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

ふ
く
し
ま
大
卒
等
合
同

就
職
面
接
会
を
開
催
し
ま
す

　
平
成
25
年
度
の
労
働
保
険
の
年
度
更

新
の
申
告
期
限
は
7
月
10
日
㈬
で
す
。

　
期
限
ま
で
に
、
最
寄
り
の
銀
行
、
郵

便
局
、
労
働
基
準
監
督
署
、
福
島
労
働

局
に
お
い
て
手
続
き
さ
れ
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
田
村
市
、
南
相
馬
市
、
伊

達
郡
川
俣
町
、
双
葉
郡
広
野
町
、
双
葉

郡
楢
葉
町
、
双
葉
郡
富
岡
町
、
双
葉
郡

川
内
村
、
双
葉
郡
大
熊
町
、
双
葉
郡
双

葉
町
、
双
葉
郡
浪
江
町
、
双
葉
郡
葛
尾

村
、
相
馬
郡
飯
舘
村
の
地
域
の
事
業
場

に
つ
き
ま
し
て
は
、
東
日
本
大
震
災
に

よ
り
労
働
保
険
料
の
申
告
・
納
付
が
延

長
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
島
労
働
局　
総
務
部

　
　
　
　
　
　
　
　
労
働
保
険
徴
収
室

　
　
☎
０
２
４
ı
５
３
６
ı
４
６
０
７

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

労
働
保
険
の
年
度
更
新
等
の
お
知
ら
せ

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦

実
施
の
お
知
ら
せ

町
内
環
境
美
化
清
掃（
町
内

一
斉
ご
み
拾
い
）で
ご
み
の

な
い
き
れ
い
な
ま
ち
に

　
7
月
7
日
㈰
は
県
下
一
斉
に
河
川
美

化
清
掃
作
業
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
協

力
を
得
て
、
河
川
周
辺
の
草
刈
り
や
ご

み
回
収
を
行
い
、「
美
し
い
ふ
る
さ
と

の
川
」
を
実
現
す
る
た
め
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
早
朝
か
ら
の
作
業
と
な
り
ま
す
が
、

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
日
時　
7
月
7
日
㈰

※
時
間
に
つ
い
て
は
、
各
行
政
区
で
決

定
し
実
施
し
ま
す
。
な
お
、
荒
天
の
場

合
は
、
7
月
14
日
㈰
に
延
期
し
ま
す
。

●
対
象
河
川

　
今
出
川
、
北
須
川
、
飛
鳥
川
、　
堀

田
川
、
組
矢
川

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
都
市
建
設
課
維
持
係

　
　
　
　
　
　
　
☎
２
６
ı
９
１
３
３

　
ご
み
の
な
い
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
、
路
上
や
空
き
地
に
捨
て
ら
れ

た
空
き
缶
な
ど
の
ご
み
類
の
回
収
作
業

を
、
河
川
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
の
対

象
と
な
ら
な
い
行
政
区
を
中
心
に
行
い

ま
す
。
早
朝
か
ら
の
作
業
と
な
り
ま
す

が
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
時
間　
7
月
7
日
㈰
午
前
８
時
ま
で

※
時
間
に
つ
い
て
は
、
各
行
政
区
で
決

定
し
実
施
し
ま
す
。
な
お
、
荒
天
の
場

合
は
、
7
月
14
日
㈰
に
延
期
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
民
生
活
課

　
　
　
　
　
生
活
安
全
室
環
境
対
策
係

☎
２
６
ı
９
１
２
２

　
石
川
町
議
会
で
は
、
議
会
の
活
性
化

と
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
、
議
会
改

革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
一
環

と
し
て
、
平
日
仕
事
等
に
よ
り
議
会
を

傍
聴
で
き
な
い
方
の
た
め
に
、
休
日
議

会
を
開
催
し
ま
す
。

●
開
催
日
時　
6
月
16
日
㈰

　
　
　
　
　
　
午
前
9
時
か
ら

●
場
所　
石
川
町
議
場

　
　
　
　
（
役
場
本
庁
舎
2
階
）

●
内
容　
一
般
質
問

　
傍
聴
は
、
傍
聴
人
受
付
簿
に
住
所
、

氏
名
を
記
入
し
て
い
た
だ
く
だ
け
で
難

し
い
手
続
き
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
一
般
質
問
と
は

　
町
政
に
関
し
て
議
員
が
質
問
を
行
い
、

新
た
な
施
策
の
提
案
や
町
政
に
対
し
て

意
見
や
要
望
を
述
べ
、
と
き
に
は
是
正

を
求
め
、
町
政
を
よ
り
よ
い
方
向
へ
導

く
も
の
で
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
議
会
事
務
局

☎
２
６
ı
２
１
１
６

　
や
り
た
い
仕
事
が
見
つ
か
ら
な
い
、

応
募
書
類
が
な
か
な
か
通
ら
な
い
、
面

接
で
受
か
ら
な
い
…
そ
ん
な
悩
み
に
専

任
の
相
談
員
が
親
身
に
な
っ
て
対
応
い

た
し
ま
す
。

　
工
場
閉
鎖
に
よ
る
離
職
者
、
地
元
で

就
職
し
た
い
学
生
・
既
卒
者
、
震
災
に

よ
り
避
難
し
て
い
る
方
等
、
福
島
県
が

設
置
し
た
無
料
の
就
職
相
談
窓
口
で
す

の
で
、
県
内
就
職
希
望
者
は
誰
で
も
利

用
で
き
ま
す
。

　
原
則
予
約
制
の
面
談
を
行
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
ま
ず
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
開
館
時
間　
午
前
10
時
～
午
後
7
時

●
開
館
日　
月
曜
日
か
ら
土
曜
日

●
休
館
日　
日
曜
、
祝
日
、
年
末
年
始

（
12
月
29
日
～
1
月
3
日
）

●
場
所

　
郡
山
窓
口　
郡
山
市
駅
前
１
ı

14
ı

21　
郡
山
花
椿
前
ビ
ル
８
階
（
指
定
駐

車
場
有
）

　
☎
０
２
４
ı
９
２
５
ı
０
８
１
１

　
白
河
窓
口　
白
河
市
郭
内
1　
Ｎ
Ｔ

Ｔ
白
河
ビ
ル
１
階
（
白
河
駅
前
、
駐
車

場
有
）

　
☎
０
２
４
８
ı
２
７
ı
０
０
４
１

　
平
成
26
年
3
月
新
規
卒
業
予
定
の
方
、

平
成
23
年
3
月
以
降
に
卒
業
し
て
、
現

在
就
職
活
動
を
し
て
い
る
方
を
対
象
に
、

正
社
員
で
雇
用
す
る
計
画
の
あ
る
県
内

企
業
と
の
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。
是

非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
開
催
日
等

　
7
月
13
日
㈯

　
～
県
内
企
業
70
社
が
参
加
予
定
～

●
実
施
内
容　
合
同
就
職
面
接
会

　
　
　
　
　
　
午
後
1
時
～
午
後
4
時

●
会
場　
ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま　

Ｃ
ホ
ー
ル
（
郡
山
市
南
2
丁
目
52
番
地
）

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
島
労
働
局
職
業
安
定
課

　
☎
０
２
４
ı
５
２
９
ı
５
３
９
６

●
そ
の
他

①
事
前
申
込
不
要
、
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

②
参
加
事
業
所
は
各
会
場
の
1
週
間
前

に
、
福
島
労
働
局
Ｈ
Ｐ
上
で
公
開
し

ま
す
。

③
事
業
所
の
ブ
ー
ス
に
お
け
る
人
事
担

当
者
と
の
個
別
相
談
、
安
定
所
等
各

機
関
に
よ
る
職
業
相
談
・
情
報
提
供

を
行
い
ま
す
。



広報いしかわ 6 月号 ● 18

日
本
脳
炎
予
防
接
種
の

お
知
ら
せ

放
射
線
内
部
検
査
並
び
に
甲
状

腺
検
査
費
用
無
料
の
お
知
ら
せ

㈶
福
島
県
文
化
振
興
財
団
助
成

事
業
の
申
請
受
付
に
つ
い
て

保
育
所
に

遊
び
に
き
ま
せ
ん
か

　
日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
に
つ
い
て
は
、

接
種
後
に
重
い
病
気
に
な
っ
た
事
例
が

あ
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
平
成
17

年
度
か
ら
平
成
21
年
度
ま
で
予
防
接
種

の
案
内
を
行
い
ま
せ
ん
で
し
た
（
い
わ

ゆ
る
「
積
極
的
勧
奨
の
差
し
控
え
」）。

現
在
は
新
た
な
ワ
ク
チ
ン
が
開
発
さ
れ
、

日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
を
通
常
通
り
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
平
成
17
～
21
年
度
ま
で

に
日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
を
受
け
る
機

会
を
逃
し
た
方
（
平
成
7
年
4
月
2
日

～
平
成
19
年
4
月
1
日
生
ま
れ
）
は
、

特
例
措
置
に
よ
り
20
歳
未
満
の
間
、
定

期
予
防
接
種
と
し
て
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
量
不
足

が
考
え
ら
れ
る
た
め
、
年
齢
を
限
定

し
て
平
成
23
年
度
よ
り
順
次
ご
案
内
を

行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
25
年
度
の
対
象

者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
平
成
25
年
度
の
積
極
的
勧
奨
対
象
者

【
1
期
初
回
・
追
加
】

・
3
歳
～
4
歳
の
お
子
さ
ん

・
小
学
1
年
生
～
4
年
生
（
平
成
15
年

4
月
2
日
～
平
成
19
年
4
月
1
日
生
ま

れ
）

【
2
期
】

・
高
校
3
年
生
相
当
の
方
（
平
成
7
年

4
月
2
日
～
平
成
8
年
4
月
1
日
生
ま

れ
）

※
積
極
的
勧
奨
の
対
象
で
な
い
方
で
接

種
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
保
健
セ
ン

タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
２
６
ı
８
４
１
６

　
公
益
財
団
法
人
震
災
復
興
支
援
放
射

能
対
策
研
究
所
（
平
田
村
）（
理
事
長　

佐
川
文
彦
）
で
行
わ
れ
る
放
射
線
内
部

被
ば
く
検
査
（
ホ
ー
ル
ボ
デ
ィ
検
査
）

並
び
に
甲
状
腺
検
査
が
、
放
射
線
の
影

響
を
心
配
さ
れ
る
方
の
不
安
を
払
し
ょ

く
す
る
た
め
無
料
と
な
り
ま
す
。

　
検
査
を
希
望
さ
れ
る
方
は
事
前
に
予

約
が
必
要
で
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
県
で
行
う
予
定
の
18
歳
以
下

の
甲
状
腺
検
査
は
、
秋
に
保
健
セ
ン

タ
ー
並
び
に
各
保
育
所
、
児
童
館
、
幼

稚
園
、
小
・
中
学
校
で
行
わ
れ
る
予
定

で
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
震
災
復
興
支
援
放
射
能
対
策
研
究
所

☎
０
２
４
７
ı
５
７
ı
５
０
１
２

　
「
若
者
応
援
企
業
」
宣
言
事
業
と
は
、

新
卒
者
や
若
者
を
採
用
す
る
に
あ
た
り
、

詳
細
な
企
業
情
報
等
を
公
開
し
、
ミ

　
県
民
の
皆
さ
ん
の
文
化
活
動
を
支
援

す
る
㈶
福
島
県
文
化
振
興
財
団
で
は
、

現
在
、
平
成
25
年
度
第
２
期
分
の
助
成

申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
対
象
事
業

１
．平
成
25
年
8
月
1
日
か
ら
平
成
25

年
11
月
30
日
ま
で
に
行
う
次
の
事
業

①
広
く
県
民
に
公
開
す
る
文
化
活
動
の

成
果
発
表
（
美
術
展
、
音
楽
会
、
演

劇
等
の
公
演
、
文
芸
誌
出
版
、
映
画
、

生
活
文
化
〈
茶
の
湯
、
生
花
、
陶
芸
、

フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
、
民
族
衣
装
、

押
し
花
等
〉
等
）

※
生
活
文
化
の
分
野
に
つ
い
て
は
、
そ

の
行
事
が
広
域
市
町
村
圏
段
階
レ
ベ

ル
の
組
織
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
場
合

に
の
み
助
成
対
象
と
な
り
ま
す
。

②
県
の
代
表
や
公
的
機
関
か
ら
の
招
へ

い
に
よ
り
国
内
外
の
発
表
会
等
へ
参

加
す
る
事
業

③
文
化
財
の
保
護
・
保
存
の
た
め
の
事

業
２
．平
成
25
年
8
月
1
日
か
ら
平
成
25

年
11
月
30
日
ま
で
に
行
う
次
の
事
業

①
東
日
本
大
震
災
又
は
原
子
力
災
害
で

被
災
し
た
県
民
及
び
文
化
団
体
が
参

加
す
る
芸
術
文
化
及
び
伝
統
芸
能
に

関
す
る
事
業

②
東
日
本
大
震
災
又
は
原
子
力
災
害
で

被
災
し
た
県
民
及
び
文
化
団
体
が
伝

統
文
化
の
保
存
・
継
承
の
た
め
に
行

う
ソ
フ
ト
事
業

③
東
日
本
大
震
災
又
は
原
子
力
災
害

で
被
災
し
た
県
民
及
び
文
化
団
体
が

所
有
す
る
伝
統
芸
能
の
用
具
等
の
新

調
・
修
理
事
業

３
．平
成
25
年
4
月
1
日
か
ら
平
成
26

年
3
月
31
日
ま
で
に
行
う
次
の
事
業

　
歴
史
的
施
設
、
文
化
的
価
値
の
あ
る

建
造
物
等
の
保
全
・
改
修
事
業
及
び
地

域
で
古
く
か
ら
親
し
ま
れ
て
き
た
文
化

施
設
等
の
保
全
・
改
修
事
業
（
東
日
本

大
震
災
に
よ
る
損
傷
の
改
修
を
含
む
）

※
平
成
25
年
度
は
特
例
と
し
て
２
期
ま

で
受
け
付
け
ま
す
。

●
対
象
者

　
県
内
に
住
所
ま
た
は
活
動
の
本
拠
を

有
す
る
個
人
（
県
外
在
住
の
県
出
身
者

も
含
む
）
ま
た
は
文
化
団
体
等
（
商
工

会
、
商
工
会
議
所
、
Ｊ
Ｃ
等
を
含
む
）。

●
助
成
金
額

　
助
成
対
象
経
費
の
１
/
３
ま
た
は
１

/
２
ま
た
は
４
/
５
以
内
の
額
。
た
だ

し
対
象
事
業
の
区
分
に
よ
り
、
限
度
額

が
あ
り
ま
す
。

●
申
込
方
法

　
所
定
の
申
請
書
に
記
入
の
上
、
必
要

書
類
を
添
付
し
、
石
川
町
公
民
館
の
窓

口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限

　
平
成
25
年
7
月
31
日
㈬

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
課　
生
涯
学
習
係

☎
２
６
ı
２
５
６
６

　
子
育
て
中
の
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、

祖
父
母
の
み
な
さ
ん
、
保
育
所
に
遊
び

に
き
ま
せ
ん
か
。
第
一
・
第
二
保
育
所

で
は
「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
一
緒
に
遊
ん
で
一
緒
に
お
話

し
し
ま
し
ょ
う
。

　
詳
し
く
は
各
保
育
所
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
第
一
保
育
所（
☎
２
６
ı
２
３
２
０
）

・
日
時　
6
月
26
日
㈬

　
　
　
　
午
前
9
時
30
分
～
午
前
11
時

●
第
二
保
育
所（
☎
２
６
ı
１
３
８
７
）

・
日
時　
6
月
12
日
㈬

　
　
　
　
午
前
9
時
30
分
～
午
前
11
時　
　
　
　
　
　

中
小・中
堅
企
業
の
皆
さ
ま
へ

「
若
者
応
援
企
業
」宣
言
事
業
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

ス
マ
ッ
チ
解
消
を
目
指
す
も
の
で
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
宣
言
す
る
事
業
所
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　
宣
言
す
る
こ
と
に
よ
り
、
求
人
申
込

書
へ
の
記
載
、
就
職
面
接
会
へ
の
優
先

参
加
、
採
用
後
の
職
場
定
着
が
期
待
で

き
、
若
者
の
育
成
・
採
用
に
積
極
的
で

あ
る
等
の
ア
ピ
ー
ル
が
で
き
ま
す
。

　
宣
言
に
は
一
定
の
要
件
を
満
た
す
こ

と
が
必
要
で
す
。
宣
言
方
法
、
手
続
き

に
つ
い
て
は
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
島
労
働
局
職
業
安
定
課

　
☎
０
２
４
ı
５
２
９
ı
５
３
９
６
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石
川
養
護
学
校「
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」開
催
の
お
知
ら
せ

戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊

友
好
親
善
事
業
に
つ
い
て

精
神
科
救
急
電
話
相
談
の

受
付
時
間
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た

登
記
相
談
所
開
設
の
お
知
ら
せ

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
会
の
お
知
ら
せ

年
金
相
談
会
の
お
知
ら
せ

定
例
行
政
相
談

心
配
ご
と
相
談

●
日
時

　
6
月
10
日
㈪
（
弁
護
士
相
談
会
）

　
　
午
後
1
時
～
午
後
3
時
※
要
予
約

　
6
月
25
日
㈫

　
　
午
前
10
時
～
午
後
3
時

●
場
所　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
石
川
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
６
ı
３
７
９
３

　
町
行
政
相
談
委
員
に
よ
る
定
例
行
政

相
談
を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。

●
日
時　
6
月
15
日
㈯

　
　
　
　
午
前
9
時
～
正
午

●
場
所　
石
川
町
公
民
館

　
郡
山
年
金
事
務
所
に
よ
る
予
約
制
の

出
張
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
年
金
申
請
及
び
年
金
受
給
額
に
つ
い

て
の
ご
相
談
で
す
。
ま
た
、
厚
生
年
金

の
あ
る
方
は
原
則
、
市
町
村
の
窓
口
で

手
続
き
が
で
き
な
い
た
め
、
出
張
相
談

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
開
催
日　
6
月
27
日
㈭

●
出
張
相
談
会
場

石
川
町
総
合
体
育
館
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

ル
ー
ム

●
相
談
時
間

　
午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

●
相
談
内
容

老
齢
年
金
及
び
受
給
者
死
亡
に
関
す
る

相
談

●
予
約
受
付

　
郡
山
年
金
事
務
所

　
☎
０
２
４
ı
９
３
２
ı
３
４
３
４

※
予
約
電
話
は
８
時
30
分
～
17
時
15
分

ま
で
で
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
民
生
活
課　
国
保
年
金
係

☎
２
６
ı
９
１
２
１

　
6
月
8
日
㈯
に
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
（
福
島
県
立
石
川
養
護
学
校

の
運
動
会
）
を
行
い
ま
す
。

※
福
島
県
立
石
川
養
護
学
校
は
小
学
1

年
生
か
ら
高
校
3
年
生
ま
で
の
障
が
い

の
あ
る
お
子
さ
ん
が
通
学
し
、
学
習
し

て
い
る
学
校
で
す
。

●
時
間　
午
前
9
時
20
分
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
前
11
時
40
分

●
場
所　
福
島
県
立
石
川
養
護
学
校

●
内
容

・
小
学
部
、
中
学
部
の
ス
ポ
ー
ツ
演
技

発
表

・
卒
業
生
や
地
域
の
方
々
と
一
緒
に
取

り
組
む
玉
お
く
り

・
小
学
部
、
中
学
部
児
童
生
徒
全
員
に

よ
る
ダ
ン
ス

●
そ
の
他

・
会
場
は
体
育
館
と
な
り
ま
す
。
上
履

き
、
ス
リ
ッ
パ
な
ど
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

・
駐
車
場
は
本
校
駐
車
場
を
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
数
に
限
り
が

あ
り
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
島
県
立
石
川
養
護
学
校

☎
２
６
ı
５
５
４
４

　
㈶
日
本
遺
族
会
は
、「
戦
没
者
遺
児

に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
」
の
参
加

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
同
事
業
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら
補
助

を
受
け
実
施
し
て
お
り
、
先
の
大
戦
で

父
等
を
亡
く
し
た
戦
没
者
の
遺
児
を
対

象
と
し
て
、
父
等
の
戦
没
し
た
旧
戦
域

を
訪
れ
、
慰
霊
追
悼
を
行
う
と
と
も
に
、

当
地
域
の
住
民
と
友
好
親
善
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
詳
細
に
つ

い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
㈶
日
本
遺
族
会
事
務
局

　
☎
０
３
ı
３
２
６
１
ı
５
５
２
１

　
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
心
の
病
気
で

悩
ん
で
い
る
方
や
そ
の
家
族
に
向
け
た

心
の
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

●
日
時

　
6
月
12
日
㈬

　
午
後
2
時
～
午
後
4
時

●
場
所　
石
川
町
保
健
セ
ン
タ
ー

●
内
容　
相
談
及
び
助
言
指
導
な
ど

●
担
当　
コ
ス
モ
ス
通
り

　
　
　
　
　
　
心
身
医
療
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
院
長　
圓
口　
博
史
氏

※
予
約
制
に
な
り
ま
す
の
で
、
事
前
に

保
健
セ
ン
タ
ー
に
電
話
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

●
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
２
６
ı
８
４
１
６

　
精
神
科
救
急
電
話
相
談
の
受
付
時
間

が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

●
月
曜
～
金
曜
（
祝
日
及
び
12
月
29
日

か
ら
翌
年
1
月
3
日
の
期
間
を
除
く
）

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
10
時

●
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
・
12
月
29
日
か

ら
翌
年
1
月
3
日
の
期
間

　
午
後
５
時
30
分
～
午
後
10
時

　
精
神
科
救
急
に
関
す
る
ご
相
談
は
福

島
県
精
神
科
救
急
情
報
セ
ン
タ
ー
ま
で

☎
０
５
７
０
ı
０
５
５
６
９
９
（
こ
こ

　
法
務
局
で
は
、
福
島
地
方
法
務
局
須

賀
川
出
張
所
の
統
合
・
廃
止
後
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
次
の
と
お
り
登
記

相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　
相
談
は
、
無
料
で
法
務
局
職
員
又
は

委
託
を
受
け
た
司
法
書
士
が
お
受
け
し

ま
す
。

　
登
記
に
関
す
る
ご
相
談
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
石
川
町
６
月
登
記
相
談
所
の
開
設
日

に
つ
い
て

　
日
時
：
６
月
21
日
㈮

　
　
　
　
午
前
９
時
～
正
午

　
場
所
：
石
川
町
公
民
館
第
四
会
議
室

　
※
石
川
町
で
は
３
月
、
６
月
、
９
月
、

ろ
き
ゅ
う
き
ゅ
う
）

●
お
願
い

・
か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関
が
あ
る
場

合
は
、
ま
ず
そ
ち
ら
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

・
精
神
科
救
急
へ
の
受
診
相
談
な
ど
を

お
受
け
す
る
た
め
の
電
話
で
す
。

・
医
療
機
関
の
状
況
に
よ
り
、
ご
要
望

に
お
応
え
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

・
緊
急
性
の
高
い
相
談
に
対
応
す
る
た

め
の
電
話
で
す
の
で
、
時
間
を
か
け

た
継
続
的
な
相
談
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
島
県
障
が
い
福
祉
課

☎
０
２
４
ı
５
２
１
ı
８
２
０
４

12
月
に
登
記
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
島
地
方
法
務
局
総
務
課

☎
０
２
４
ı
５
３
４
ı
１
９
４
１



広報いしかわ 6 月号 ● 20

『第29回石川町少年の主張大会』開催のお知らせ
　小学生・中学生・高校生が、家庭・学校・地域及び仲間とのふれあいを通して日頃感じていること、
考えていることを発表することにより、自立心や社会性を養うとともに、青少年健全育成について、
町民のみなさんが理解と関心を深めるため「第29回石川町少年の主張大会」を開催します。
　お誘い合わせのうえご来場ください。

●日　時　　平成25年６月29日（土）
　　　　　　午前10時〜正午
●会　場　　共同福祉施設多目的ホール
●主　催　　石川町青少年健全育成推進協議会
●参加者　　①小学生　８名
　　　　　　②中学生　３名
　　　　　　③高校生　２名
●発表内容　　
　主張の内容は、小学生・中学生・高校生が家
庭・学校・地域及び友人関係等の関わり合いの
中で、日頃考えていることを一人5分以内で発
表します。
　第35回少年の主張福島県大会への予選を兼
ねます。（中学生が対象となります。）

「みんな  おいでヨ  たのしい絵本」読み聞かせ会
　小さいお子さんを対象に読み聞かせ会を開催します。
　楽しい内容の絵本をたくさん朗読しますので、みなさん奮ってご来場ください。

●日　時　　平成25年6月22日（土）　午前10時〜午前10時30分
●場　所　　石川町公民館　図書室
●テーマ　　「もうすぐ七夕」
※事前の申し込みは不要ですので、

直接会場へお越しください。
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お申し込み・お問い合わせ先…石川町公民館　☎２６-２５６６　FAX２６-４９９２

『おじいちゃん・おばあちゃんへの手紙コンクール』参加者募集

子育てサポーター養成研修会に参加しませんか
 この世に誕生した大切な命をあたたかく見守り、ゆったりと子育てができたらどんなにすばらし
いことでしょう。保育園児と一緒に子どもの頃の遊びを思い出してみませんか？
　将来自分が親になったとき、きっと役に立つと思います。

●募集期間　　平成25年6月20日（木）まで
●募集人員　　中学生・高校生・子育て経験者（成人）合計20名程度
●研修内容（計6回）
　　第1回　7月20日㈯　開講式・講義１「口

くち
から見た子育て」石川町公民館

　　第2回　7月27日㈯　講義2「子どもと絵本、童話の世界」石川町公民館
　　第3回　8月  1日㈭　実技1「本の読み聞かせ」第一保育所
　　第4回　8月  6日㈫　実技2「子どもと水遊び」第一保育所
　　第5回　8月  8日㈭　実技3「子どもといろいろな遊び」第一保育所
　　第6回　8月17日㈯　講義3「子どもの発達と成長」石川町公民館
●お申し込み方法
　中学生・高校生は学校を通じてお申し込みください。
　成人の方は、電話またはFAXで町公民館にお申し込み
ください。

　世代間を超えた「心の交流」により「心の教育、命の教育」を推進し、命を伝えいただいた祖父
母に感謝し、家族愛を一層確かなものとするため「おじいちゃん・おばあちゃんへの手紙コンクー
ル」を開催します。たくさんのご応募をお待ちしています。

●応募資格  町内在住もしくは町内の学校に通学している、
   小学校1年生から高校3年生までの方
●作品の提出先
　町内の学校に通学している方は、所属の学校に提出してください。町内在住で町外の学校に通
学している方は、石川町教育委員会まで持参又は郵送により提出をお願いします。
●応募期間　　平成25年7月25日（木）まで
●応募内容　　小学校  1・2年生 200字以内
　　　　　　　同   3・4年生 400字以内
　　　　　　　同   5・6年生 800字以内
　　　　　　　中学生以上 1,100字以上1,200字以内
●入賞作品の発表
　8月に審査を行い、広報いしかわで発表します。
●その他
　入賞作品は「敬老会」並びに「新聞等」で公表しま
すので予めご了承ください。
　なお、応募作品の版権は、石川町教育委員会となります。



国 保 だ よ り

広報いしかわ 6 月号 ● 22

　生活環境の変化により、子どもたちの生活リ
ズムが乱れてきています。生活リズムの乱れは
成長期の子どもにとって学習意欲や体力・気力
の低下にも大きく関係しています。
　生活リズムは、生後9〜10か月ごろから、起
きる時間や寝る時間、食事の時間により形成さ
れてきます。朝起きる時間が遅くなると、食事
のリズムも乱れ、「あまり食べない」「食に対し
ての興味が少ない」「自分で食べたがらない」
等もみられます。
　生活リズムが乱れると、「よく身体を動かし、
よく食べ、よく眠る」という、成長期の子ども
にとって当たり前で必要不可欠な基本的生活習
慣が大きくくずれてしまいます。
　生活リズムを整えるには早寝、早起き、そし
てしっかりと朝ごはんを食べることが大切です。

朝に太陽の光を浴びて体内時計をリセットし、
3食しっかりと食べましょう。時間に関係なく、
カロリーの高い物を、好きなだけ食べ、夜も深
夜まで起きている…という習慣を子どものころ
からしていると、生活習慣病を招く元になります。
　また、子どもたちの生活リズムを整えるには
まずは大人が見本になることが大切です。子ど
もたちは大人の姿を見て成長します。生活リズ
ムを整えることは大人にとっても大切なことで
す。子どもたちのため
にも、自分自身の健康
のためにも生活習慣を
見直してみましょう。

みなさんの保険税が
国保を支えています

　国保は、私たちがお医者さんにかかったときに支払
う一部負担金、国などからの補助金、そして私たちが
納める保険税によって運営されています。保険税はみ
なさんの医療費にあてられる貴重な財源となりますので、
必ず納期内に納めましょう。

●保険税は世帯主が納めます
　保険税を納める義務は世帯主にあります。そのため、
世帯主が国保に加入していなくても、世帯のなかで１
人でも国保に加入している人がいれば、納税通知書は
世帯主に送られます。

●保険税は国保へ加入する資格が発生した月から納め
ます
　保険税は、国保へ加入する資格が発生した月からに
なります。届け出をした月からではありませんので、
ご注意ください。
　例えば、６月に会社をやめて10月に国保加入の届け
出をした場合、保険税は国保加入資格が発生した６月
までさかのぼって納めていただきます。

●年度の途中で加入・脱退した場合
　保険税は年度ごとに決められるので、年度の途中で
国保加入・脱退したときは月割りで計算した分を納め
ます。
 途中で加入 ⇒ 加入した月の分から月割りで納付 　　　　
 途中で脱退 ⇒ 脱退する月の前月までの分を月割りで納付 

●過年度分の保険税
　保険税は、４月から翌年３月までを1年間の保険税
として計算します。
　例えば、１月に国保に加入しなければならないにも
かかわらず、届け出が遅れ４月以降に届け出た場合に
は1〜３月分の保険税は４月以降の保険税とは別に計
算します。これを過年度分保険税といいます。

●所得の申告は忘れずに!!
　保険税を正しく算定するために、所得の申告はとて
も大切です。また、所得に応じて自己負担割合などが
決まりますので、お忘れの方は申告をしましょう。

◆お問い合わせ先　 町民生活課　国保年金係　☎ 26-9125

自殺対策予防標語
「家族愛・地域の愛で自死防止」

「早寝・早起き・朝ごはん」運動
～大人が変われば、子どもも変わる～

●お問い合わせ先　保健センター　☎26－8416
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石川町6～7月の主な予定

6 月  ● June 7 月  ● July

1
2
3
 
4
5
6
7
8
9

10

11
12
13
14

月
火
水

木
金
土
日
月
火
水

木
金
土
日

献血
貯筋クラブ（13：30〜）
1歳6か月児健診（13：00〜）　
子ども遊び教室（9：30〜）

在宅当番医

6〜7か月児教室（9：30〜）
貯筋クラブ（13：30〜）
3〜4か月児健診（13：00〜）　　　　
子ども遊び教室（9：30〜）　　　

サイクルロードレース

在宅当番医　

町内各所
総合体育館
保健センター
中谷自治センター

ひらた中央病院
（平田村）

保健センター
総合体育館
保健センター
中谷自治センター

石川町・浅川町
周回コース
ひらた中央病院
（平田村）

15
16
17
18
19

20
21
22
23
24
25
26

27
28
29
30

土
日
月
火
水

木
金
土
日
月
火
水

木
金
土
日

在宅当番医

右脳活性化教室（9：30〜）
貯筋クラブ（13：30〜）

子ども遊び教室（9：30〜）　

在宅当番医

1歳児教室（9：30〜）
貯筋クラブ（13：30〜）
3歳3か月児健診（13：00〜）　　

自殺予防セミナー
在宅当番医

ひらた中央病院
（平田村）

保健センター
総合体育館

中谷自治センター

浅川南診療所
（浅川町）

保健センター
総合体育館
保健センター

玉川文化体育館
ひらた中央病院
（平田村）

（平成25年4 月 1日～4月30日までの届出分で掲載希望のあった方　敬称略）

●6月25日㈫までに
　納めましょう
　町県民税（第１期）

氏 名 保 護 者 住所

鈴木　来
らい

夢
む

（浩　幸・　恵　）古　舘
鈴木　健

けん

介
すけ

（卓　司・由佳理）和　久
遠藤　南

な

希
ぎ

（大　広・由香利）王子平
三森　　浬

かいり

（　豊　・初　重）中　田
渡邊　健

けん

心
しん

（　豊　・智　美）矢ノ目田
西牧　彩

い ぶ き

颯（厚　雄・優　子）立ケ岡
角田　龍

りゅうすけ

亮（幸　生・祥　子）谷　沢
草野　桃

もも

花
か

（　隆　・広　美）塩　沢
高原　玄

げん

晟
せい

（友　和・紀　子）塩　沢
藤島　陵

りょうすけ

介（広　一・絵　美）湯郷渡

氏 名 住 所

緑　川　ハツイ （山　形）
鈴　木　俊　文 （松木下）
鈴　木　ト　ヨ （沢　井）
遠　藤　亀　由 （　原　）
大　串　美代子 （北　山）
生田目　常　雄 （沢　井）
遠　藤　ス　テ （山　形）
瀬　谷　ハルノ （境ノ内）
清　野　岩　子 （湯郷渡）
鈴　木　恒　治 （高　田）
鈴　木　富　久 （板　橋）
大　串　ふぢ子 （鹿ノ坂）
仲　田　ウメ子 （中　田）
田　口　正　壽 （谷　地）
大　串　德　正 （北　山）
江　尻　昌　一 （赤　羽）

　新　郎　新　婦（住所）　

坂本　尚隆（当　町）・佐藤　幸枝（当　町）
目谷　　哲（中　野）・惠本　陽子（中　野）



編集後記
　今月号の表紙は交通安全教室を取
材したときに撮影したものです。子ど
も達は交通ルールを覚えようと真剣に
話を聞いていました。今年に入ってか
ら石川郡内でも悲惨な交通事故が起
きています。交通ルールが大切なこと
は分かっていても、ついつい忘れてし
まっていることはないでしょうか。みん
なが笑顔で暮らすことができるよう、
一人ひとりが注意して生活しなければ
ならないと思います。　　　 （佐久間）

表紙の表紙の表紙の表紙の表紙の表紙の表紙の表紙の表紙の表紙の写真写真写真写真写真写真写真写真写真写真

第３１4回第３１4回

第　一
保育所

【施設紹介】
　第一保育所は、「明るく元気な子ども」「だれとでも仲良く遊べるこ
ども」「よく考え、力いっぱい活動できる子ども」を目標に１歳から就学
前の子ども達９５名が毎日元気に生活をしています。
　恵まれた環境の中でのびのびと遊び、色々な体験を通して心身と
もに逞しい体を作り、思いやりのある子どもの育成に努めています。

町民憲章
1.自然と文化を愛し
　　　　　　　豊かな町をつくりましょう
1.親切と勤労をむねとし
　　　　　　　住みよい町をつくりましょう
1.歴史と未来をみつめ
　　　　　　　誇りある町をつくりましょう

●今月の隊長（広報無線の声）

南山形小学校　６年　  板橋　聖汰さん

Ｑ．毎日の通学などで防犯に気をつけていることは？
Ａ．白線から出ないように、しっかり一列になって登下

校をしています。
Ｑ．将来の夢を聞かせてください。
Ａ．一級建築士になって世界中の建物を設計したいで

す。

子ども防犯呼びかけ隊子ども防犯呼びかけ隊子ども防犯呼びかけ隊
しょう た

編集と発行　福島県石川郡石川町役場総務課　TEL（0247）26-2112　FAX（0247）26-0360
URL http://www.town.ishikawa.fukushima.jp/  E-mail koho_k@town.ishikawa.fukushima.jp

町の人口

１６，９５３人（　△  ７）
（  ）内前月比●5月１日現在住民基本台帳●

※先月号に記載しました世帯数「5,689戸」は「5,688戸」の誤りでした。
　訂正してお詫び申し上げます。

男
女
世帯数

８，２４５人（　△  １）
８，７０８人（　△  ６）
５，７２７戸（　　３９）

石川文化幼稚園に通う須藤　凌玖（りく）くん、
祖父の實さん、祖母のアキノさんです。
石川文化幼稚園に通う須藤　凌玖（りく）くん、
祖父の實さん、祖母のアキノさんです。

　らいおん組１９名の元気いっぱいな子ども達です。
毎日、リトミック・縄跳び・タイヤ渡りじゃんけん遊びをして楽しんでいます。
「虹の向こうに」の制作をして、梅雨期を元気に過ごしていきたいと思います。

再生紙を使用しています

「虹の向こうに」




